









































流行との関連について検討する。そ て第二節では鷗外の心霊研究に関する理解を考察 、そ 結果を踏まえて、鷗外が明治四〇年代の日本社会における心霊学の流行をど ほど意識していたかを らかにする。第三節では、明治四〇年代に鷗外が書いた怪奇小説 見 れる共通点及び超自然的な題材の捉え方について検討する。その上で、同時代における心霊学の流行との関連性や、翻訳作品からの影響も視野に入れ、鷗外は怪異的な要素を自身の作品に取り込んだことと時代背景との関連性について考えた 。
一
　
明治四〇年代以降の鷗外は、明治四三年に『黄金杯』 ・ 『現代小品』 、大正二年『十人十話』 、大正四年『諸国物
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nthüllungen （ 『催眠術の掲示』 ）や前節で述べた





















じめとする、学術界で盛んに行われる、心霊現象 科学的実験に関 外が知らないとは考えがたい。一方、同年の五月から 「催眠術取締法」の制定が検討されていた。明治後期から 正初期の日本社会では、心霊学の流行は事実であるが、人々に与えたイメージ 多様である。　
大正五年に発表された鷗外の『渋江抽斎』における、抽斎の子・渋江保の紹介からも、心霊研究の持つマイナ
ス・イメージが垣間見える。 『渋江抽斎』での、 「書估の誅求に応じ 筆を走らせた」という渋江保 著作はジョーン・ ッロムの『催眠術』をはじめとする心霊研究関連の訳書 渋江保 創作では心霊研究 関す 著作が
24
ないが、 「羽化仙史」や「渋江不鳴」というペンネームで、彼は『活幽霊：怪奇小説』 ・ 『死霊の祟：怪談小説』などのようなオカルトの題材の小説を数多く発表した。鷗外は博文館で渋江保の著書を調べたことがあるため、渋江保の著作のジャンルを把握していると思われる。しかし、 「畢竟文士と書估との関係」を「パラジチスムになっている」と う理由で、渋江保 執筆動機を弁明 ているが、渋江保の著作の内容については、言及していない。鷗外は流行し がらも、マイナス・イメージを持たれても という当時 心霊学に内包される様々な様相を意識しているため、抽斎の伝記を書く際、抽斎の子が心霊研究の著書を多数翻訳したことを隠したとも取れる態度を示したのではないか。　
明治後期から大正初期の日本社会では、西洋伝来の心霊研究の影響で、超常現象の存在は学術の世界でも検討さ




き状態を「不愉快でなら かつ」たと思った そしてその理由は、 「五官を以てせずして、背後に受ける視線を感ずるのが、不愉快でなら かった」ためである。こ 引用 ら 催眠術やテレパシーなど 心霊学に好感を持 ない理由に、心霊学の施術に る、マインド・コントロ ルされるようなことに抵抗感を持つことがあげられるためである。　
以上のように、明治後期からの日本社会では、心霊学は流行しながら、マイナス・イメージを抱えている（鷗
外もそれを認識している） 。しかし、それは〈霊〉の存在が疑われ ためではない。心霊学を評価した鷗外 言論
25 鷗外の怪奇小説







issenschaftliche vorträge （ 『一般向け自然科学講義』 ）を読んだ時に
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12）	 アッデイントン・ブルース 心霊の謎』 （忽滑谷快天・門脇探玄訳、森江本店、明治四四年） 。
（
13）	 今本渉「ゴシック文学の幽霊」 （ 『幽霊学入門』 、新書館、平成二二（二〇一〇）年九月、第三九頁
- 第五一頁）や前掲
の亀井氏の著書でも論じられている。また、 『現代小品』に収録されている『午後十一時』の原題に 「或る神秘的・催眠術的体験」という副題がある（鷗外訳の時に省かれた） 作品の中では催眠術の施術風景を想起させる場面が見られる。
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ovellenschatz （ 『ドイツ短篇集』 ）所収の
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④「催眠術に罹つて白状した罪人に刑を加へた新例が 」 （第三年第七号（明治四四年五月一日） ）／「アメリカ人のR
eese
の透視に附いて、諸家の議論がある」 （第五年第一一号（大正二年八月三一日） ） 。
（
24）	 「甲府の学術講談会、福来博士の催眠実験に喝采」 （ 『読売新聞』 、明治 九年一〇月二二日） 。
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鑑於上述的問題點 , 本論文中欲從此點切入 , 考察鷗外所翻譯的西洋恐
怖小說的特徵 , 還有其與當時歐洲唯靈論盛行的關連性。再者 , 調查鷗外對
唯靈論的理解程度 , 以及鷗外本身對當時日本社會的唯靈論風潮有多少程度
的認知。本論將藉由上述的探討來闡明明治四十年代中鷗外所發表的這類以
怪奇現象做為主題的小說群在文學史上的意義。
